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編　集　後　記

　★Libraの編集委員として、これまでに数回にわたり編集作業を行ってきましたが、今回が

私にとって最後の作業となりました。今回も、編集作業を通して、専門分野の異なる３編の原

稿を興味深く読ませていただきました。Libraは以前と比較すると投稿規程や体裁も一新し、

また原稿の取り扱う分野も広がりをみせています。Libraが、薬科大学にありながら薬学の専

門分野以外の原稿を掲載する貴重な雑誌として、学内外の薬学を学ぶ学生や教職員の知的好奇

心と問題意識を強く刺激しつづけていけるよう、今後益々充実し、発展していくことを期待し

ています。 （棚橋）

　★数年前に数学ガールで有名な結城浩さんが数学文章作法基礎編と推敲編を出版しました。

PとABとは書かずに点Pと線分ABと書く方がわかりやすいなど文章の書き方の参考になりまし

た。数学関係以外の文章を書く場合にも参考になりました。また、本多勝一著「日本語の作文

技術」も新版が出版されています。「節を先に、句を後に」など読みやすい文章を書くための

技術が述べられています。やはり、わかりやすい文書を書くのはとても大変で（大学の先生で

もできていませんし）重要なことだと思います。 （内田）

　★５年ぶりにLibraの編集委員を務めさせていただきました。今回の16号にも多彩な分野の

原稿が集まりました。個人的には、環境音楽に関する畑先生の研究ノートを興味深く読ませて

いただきました。何を隠そう、本文中に登場するブライアン・イーノは高校時代にLPレコード

を買って聴いていた音楽家の１人。１月に癌で亡くなったデヴィッド・ボウイ（20世紀で最も

影響力のあったアーティストと評される）との共作が話題になっていた頃でもありました。か

つては英国のサブカルチャーに属していたこの２人も、今では研究の対象になり、歴史として

記述されるようになってきたことを思うと感慨深いものがあります。 （赤井）
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★☆編集方針

１．本誌の性格　 人文、社会諸科学、語学、数学の幅広い分野において、斬新な問題を提

起している論文、オリジナリティーがありかつ学問的実証にも耐えられ

る論文を掲載し、学問の総合的発展に寄与することを目標とする。旧来

の紀要の枠を越えた年報を目指す。なお、本誌に掲載された論文等は、

本学、または本学が委託する機関において電子化・公開される。

２．応募資格　　 応募資格は本学の専任・非常勤教員に限定する。

３．内　　容　　 人文科学、社会科学、語学、数学、社会薬学の分野を対象とする。本学

非常勤の教員は、審査の都合上、英語学・英文学、英語教育、ドイツ文学、

哲学、倫理学、社会薬学、薬学教育の分野に限定する。

４．分類項目　　 提出された原稿は「論文」、「翻訳」、「研究ノート」、その他（たとえば「書

評」、「学会報告」など）に分類する。

５．論文の審査　 提出された論文はレフェリー（学外者も含む）の査読報告を参考にし、

編集委員会の責任において審査して掲載の可否を決定する。部分的な修

正の上、掲載を認めることもある。

６．原稿提出期限　 毎年10月末日締切

★☆執筆要領（概要）

１．使用言語　　日英独語に限る。

２．論文の枚数

　　　 〔和文〕・400字詰原稿用紙100枚以内

　　　　　　　・ ワープロ用紙なら44枚以内（１ページの字数は、横書きで35字×26行、

縦書きで50字×18行）

　　　 〔欧文〕・7000語以内

　　　論文以外の場合は目安を設けない。

※ 投稿希望者には、別紙の詳しい執筆要領をお渡しします。編集委員会までご連絡下さい。

　（Eメールアドレス：libra@kobepharma-u.ac.jp
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